
 

 

 

 

 

 

 

一般質問は、１２月１３日（火）に順位１～５を、１４日（水）
に順位６～８を行う予定です。 

 

 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

１ １番 

昆 清 

１ 安全・安心

な町づくりに

ついて 

(1) 岩手県は、東日本大震災の被害を踏ま

え、先頃「千島海溝・日本海溝を震源と

する巨大地震」について「津波浸水想定」

を発表したが、当町の東日本大震災以後

に建設を進めている水門や防潮堤の進

捗はどのようになっているのか伺う。 

(2) 水は少しの隙間からも容赦なく侵入

し、それにより低い地域のすべてを埋め

尽くす性質がある。県は津波浸水区域を

示したが、県工事が遅れているのはどの

ような原因によるものか、また完成はい

つ頃になるのか示せ。 

２ 今後の危機

管理体制につ

いて 

 冷戦時代に、核戦争の脅威を身近に感じ

たヨーロッパの国々には、地下避難施設や

核シェルターが完備され、地下鉄や地下施

設を防空施設として活用できるように工

夫されているようだ。日本全国には9万

4125カ所の避難に活用できる施設がある

と報道で見たが、具体的にはどのようなも

ので、仮に当町が攻撃を受けた場合、避難

に活用できる場所や施設は何カ所あるか。 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

１ １番 

昆 清 

３ 人口減少問

題について 

 かつて山田町が想定した人口の推移は、

平成27年時点で16,000人程度の目標であ

ったが、同年の国勢調査では15,826人であ

った。国立社会保障・人口問題研究所の推

計では、令和22年の山田町の人口を約

9,200人に減少するものと推定している

が、人口増加を図り、豊かな町を築いてい

くために必要な道路や公園の配置、インフ

ラ整備とその利活用について町の主な計

画を示せ。 

４ 観光につい

て 

(1) 山田町は、山田湾や船越湾をはじめ、

他の町と比較しても遜色のない豊かな

資源と美しい海があるが、それらの資源

の活用をどのように考えているか町の

基本的な方針を伺う。 

(2) また、具体的な観光業の施策について

も示せ。 

５ 陸上養殖の

可能性につい

て 

(1) 例えばバナメイエビは、世界的な需要

が見込めると思うが、東日本大震災後の

復興事業によって生じた未利用地を使

った陸上養殖は可能か。 

(2) また、磯焼けの原因の一つとなってい

るウニの陸上における蓄養は可能と思

うが、駆除対象となるウニを捕獲し、未

利用地を活用した施設で蓄養してはど

うか。 

６ 送迎バスの

置き去り事故

について 

送迎バスの置き去り事故が全国的に話

題になっている。当町では類似の事案はな

いか。また対策について町ではどのように

考えているか伺う。 

  



 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

２ ２番 

阿部 吉衛 

１ 防潮堤につ

いて 

 防潮堤工事も今年度末までに完了見込

みのようであるが、各防潮堤を見て回ると

避難階段や上部に転落防止柵のない箇所

が見受けられる。これらについての整備計

画はどのように進められていくのか伺う。 

２ 公共施設に

ついて 

(1) 公共施設の利活用について、令和３年

第４回定例会で質問した際、施設ごとに

説明があったが、現時点でまだリフォー

ムされていない施設等が見受けられる。

現状はどうなっているか。 

(2) また、経年劣化などにより外観がよく

ない施設があるが、今後、改修等の計画

はあるのか。 

３ 観光につい

て 

オランダ島の土砂崩れ対策について、令

和４年第２回定例会で質問した際、「県の

治山事業により崩落防止対策を講じる」と

答弁があったが、その後の整備計画はどの

ようになっているのか。 

４ 地域安全対

策について 

町内各地、住宅街においても街灯が設置

されず、暗い場所が多く見られる。町では

地域安全のため、街灯設置をどのように進

めていくのか具体的に示せ。 

３ ９番 

木村 洋子 

１ 新型コロナ

ウイルス感染

症について 

(1) 直近の感染者数、死亡者数、ワクチン

の接種状況は。 

(2) 学校、保育施設、福祉施設等クラスタ

ー発生の状況は。 

(3) 感染者が発生した施設や自宅での対

応はどのようになっているか。また、対

応が困難な状況はあるか。 

２ 新しい公共

交通の導入に

ついて 

(1) ９月に豊間根地区において住民懇談

会が開催されたが、内容とどのような要

望があったか。 

(2) 懇談会を踏まえ、今後は、どのように

して豊間根地区の住民の足を確保して

いくのか。 



 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

３ ９番 

木村 洋子 

３ 高校生の医

療費現物給付

について 

現在、当町では、高校生の医療費は窓口

で一旦支払い、後で給付されているが、子

育て世帯の負担の軽減を考え、窓口での支

払いをゼロにするべきではないか。 

４ コロナ禍、

物価高騰につ

いて 

飼料、肥料などの農業資材の高騰が続

き、農家の経営を圧迫している。畜産にお

いては、子牛の価格が下落し、たいへん厳

しい状況と聞く。農業、畜産業者の暮らし

となりわいを守るため、町としても支援を

行い農業に希望が持てるようにすべきで

はないか。 

５ 「気候危機」

打開について 

地球温暖化などの影響で、豪雨、猛暑に

よる被害が発生しているが、２０３０年ま

での町としての環境問題に対する具体的

目標と計画を示すべきではないか。 

６ ＡＥＤの設

置について 

(1) 心臓発作時などの救命の場で、ＡＥＤ

は必要不可欠なものとなっているが、救

急車到着に時間を要する遠方の地域で

は、ＡＥＤの設置はどのようになってい

るか。 

(2) 豊間根、大浦地区においては、休日や

夜間でも迅速に使えるようになってい

るか。 

(3) 遠方の地域で暮らしていても、ＡＥＤ

が近くに設置されていることは、住民の

安心につながる。救急時、迅速にＡＥＤ

が使えるようにＡＥＤの設置と多くの

住民に操作方法を指導していただきた

いがどうか。 



 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

４ 11番 

横田 龍寿 

１ 三陸鉄道の

実施事業につ

いて 

山田町を含めた三陸鉄道沿線自治体は

三陸鉄道の経営に対し、資金面で支援をし

ている。しかし町が三陸鉄道へ事業案を提

案しているという話は聞こえてこない。 

今後の三陸鉄道の経営のためにも資金

面だけではなく、事業提案をしていくべき

ではないか。 

２ みどりの食

料システム戦

略について 

令和４年第２回定例会で質問したが、県

と共同で策定する基本計画にはどのよう

な施策を盛り込み、みどりの食料システム

戦略を推進していくのか、その内容につい

て改めて伺う。 

３ 町有施設予

約について 

 施設利用について利便性を図るため、施

設予約、特にも教育・スポーツ施設予約の

オンライン化をしてはどうか。 

４ 学習塾代等

助成事業につ

いて 

子育て世帯の経済的負担を軽減すると

ともに、子どもたちの学力や学習意欲、個

性や才能を伸ばす機会を提供するために、

希望をする子どもたちに学習塾代等を助

成する考えはないか伺う。 

５ ６番 

黒沢 一成 

１ マイナンバ

ーカードの交

付状況につい

て 

国はマイナンバーカードを普及するた

め最大２万円のポイントを付与するなど

の施策を行っている。交付が進んでいる自

治体は９０％を越えているが、低い自治体

では３０％を切り、自治体間で大きな差が

あるようだ。そこで伺う。 

(1) 本町の交付率はどの程度であるか。 

(2) 役場職員の交付率はどの程度か。 

(3) 交付状況により、来年度以降の地方交

付税に差がでるとの報道も聞いたが、実

際の状況はどうか。 

（次のページへ） 



 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

５ ６番 

黒沢 一成 

１ マイナンバ

ーカードの交

付状況につい

て 

（つづき） 

(4) 保険証として利用できるようだが、病

院に専用の機材がなければ利用できな

いとの話もある。実際の状況はどうか。

また町民が利用する医療機関では使え

る状況にあるのか。 

２ 役場職員数

の現状につい

て 

(1) 国が定めた震災からの復興期間が終

了したが、新型コロナ、ロシアのウクラ

イナ侵攻の影響などで、なかなか平時と

言えない状況である。ただ職員の業務量

は震災前と同程度に戻ったと思う。町の

人口は平成２２年１０月１日時点で１

９，３７２人（７，２１１世帯）から令

和４年１１月１日時点では１４，５３８

人（６，４８８世帯）と、震災前の平成

２２年と令和４年を比較すると、２５％

減少した。処理数は減っても、業務種数

は減らないので、必要な職員数はそれほ

ど減らないものだが、人口に見合った数

はあると思う。そこで伺うが、現在の職

員数、採用計画は震災前と比較しどのよ

うな状況であるか。 

(2) 仕事には個々人の意識の差がでるが、

数年で人事異動があることから業務の

引き継ぎがしっかりと行われることが

重要である。そのようになされている

か。また、年代間での人員数の差が少な

い方が継続的に安定した状態が維持し

やすいと思うが、その点はどうなってい

るか。 

  



 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

６ ８番 

佐藤 克典 

１ 町道の整備

について 

町道八千代白山線の山田北インター登

坂車線側南東部約２００メートルは道路

幅員が狭く、対向車とのすれ違いの時には

待機や徐行している状況である。 

また、道路に並行している用水路は、以

前は石峠地区水田への用水路として利用、

現在は周辺の水田の排水路として利用さ

れている。 

この用水路は水量が少ないものの、浸透

しにくくよどんでいることから、雑草が繁

茂し、病害虫の発生など衛生上好ましくな

い状況である。 

このような状況を改善するため、用水路

のコンクリートの側溝化、また、山田北イ

ンターフル化後の交通量の増加を見越し、

道路の拡幅を図るべきと考えるがいかが

か。 

２ 旧荒川小学

校の利活用に

ついて 

過日、交流人口拡大への取り組みとし

て、旧荒川小学校を活用したい旨の報道が

なされた。旧校舎の利活用については良い

ことと思うが、町としてどのように考えて

いるのか、その内容について伺う。 

７ 10番 

関 清貴 

１ 山田高校の

存続について 

町が山田高校に対する支援は、本年度

200万円を補助、高校生議会を開催するな

ど町は施策として真摯に取り組んでいる

が、来年の入学者が20名以下になると次の

年から原則募集ができないと聞く。我々、

町民にとって諸先輩方が歴史を重ね、町内

外に数多くの人材を輩出し、町づくりにな

くてはならない学び舎である。また、在校

生は町内でボランティア活動をするなど

して山田を担う人材として期待されてい

る。行政としてできることは限られると思

うが、残された期間、町民の心を一つにし

て臨むべきと考えるがいかがか。 



 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

７ 10番 

関 清貴 

２ 携帯電話の

不感地帯につ

いて 

携帯電話は町民にかなり普及し、生活す

るうえでなくてはならないツールである

と思う。そこで伺う。 

(1) 本町の人口に対する普及率はどのく

らいか。 

(2) 町内において不感地帯の調査をした

ことがあるか。調査していない場合、携

帯電話で気象•災害情報を入手できるこ

とから、住民の安全安心を考えると調査

は必要であると考えるが、通信会社等と

情報共有して対策を考えられないか。 

３ 子どもの居

場所づくりに

ついて 

(1) 少子化による学校統合、震災による居

住地の分散のため地区子供会の活動は

復活が難しいと思われ、子供たちが集ま

る場が少ないのが現状である。学校の勉

強に不安な子、学習内容が遅れている子

に対し「学びの塾」などを創設する考え

は。 

(2) 子どもの居場所、子ども食堂の取り組

みについて実施している団体と住民の

方々と連携して良い事業にするための

道を模索する考えは。 

４ 産業振興に

ついて 

(1) 新・道の駅の開業が近づき本町の産業

の活性化が期待される。本町では特産

品、お土産品の品数が今以上に必要と思

う。そこで産学官の連携や高校生のアイ

デアを活かすなどの体制で生産者等が

開発する環境を構築してはどうか。 

(2) 本町において起業に対する施策を積

極的に進め、ＵＩターンを推進し、町内

の人材確保と魅力ある町づくりを進め

るべきと思うが町では具体的な起業支

援策を考えているか。 

(3) トラウトサーモンの生産量を増やし、

漁業の振興を図る考えはあるか。 



 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

７ 10番 

関 清貴 

５ 町道の維持

整備について 

町の環境整備については復興事業もほ

とんど完成し進んではいるが、町の道路環

境等に対する住民要望は高いものがある。

道路維持費の予算計上額では足りないの

が現状であると思う。 

 そこで伺う。 

(1) 町道維持工事において１カ所の工事

費に上限を設けているか。 

(2) 工事完成検査は写真等による簡易検

査かどうか。 

(3) 本年度予算での旧町村単位ごとでの

施工箇所数、事業費について具体的に示

せ。 

(4) 現在の全事業の進捗率はどのくらい

か。 

(5) 本年度に住民に要望され、実現可能な

工事は全て発注されているか。 

(6) 私道整備事業の本年度の申請件数は。

また、制度の見直しをしたと思うが要望

件数は増えたか。 

８ ４番 

豊間根 信 

１ 新・道の駅

今後の展開に

ついて 

 新・道の駅の工事も着々と進み、町の賑

わいへの拠点として期待が高まるばかり

である。これまで町中心部をはじめとして

町内全域への経済活性効果の拠点としな

ければと話してきたが、今後どのような方

向性をもって地域連携を進め町全体の経

済活性化へつなげて行くのか、道の駅の独

自性・更なるアイデアが求められている。

町の現状と課題・今後の取り組みについて

伺う。 

  



 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

８ ４番 

豊間根 信 

２ 町内経済活

性化策につい

て 

今日まで積極的な経済活性化施策を展

開されてきたことは、町内事業者の方々に

とって大変心強く、励まされ希望へとつな

がってきた事業と評価している。経済の底

上げがなかなか感じられない状況におい

ては、様々な対応施策がまだまだ必要と思

われる。今後の施策展開について問う。 

３ コロナ禍に

よる子どもた

ちへの影響に

ついて 

(1) 依然として長引くコロナ禍の状況は、

児童・生徒の生活・教育環境にも多大な

影響があるのではないかと思うが、その

現状について問う。 

(2) また、いじめ・登校拒否・遅刻・早退

などの状況について伺う。 

(3) ワクチン接種の後遺症などによる長

期欠席等への対応について、具体的な施

策について問う。 

 


